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〈特集記事（高山植物等保護パトロール）〉

 立山地区のパトロールエリア（雷
らいちょうざわ

鳥沢キャンプ場方面）

❶❷

第 222号 令和４年９月

【
富と
や
ま山
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
北
ア
ル

プ
ス
の
高
山
植
物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、八
月
十
九
日
の
解
団
式
を
も
っ
て
、

今
年
度
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
昭
和
四
十
六

年
七
月
に
「
立
山
地
区
国
有
林
野
保
護

管
理
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
の
を
機

に
昭
和
四
十
七
年
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
、「
薬や

く
し師
岳だ
け

・
雲く
も

ノ
平
だ
い
ら

地
区
」「
黒く
ろ
べ部

地
区
」「
白は
く
ば馬
・
朝あ
さ
ひ日
・
北き
た

又ま
た

地
区
」
の

三
地
区
の
国
有
林
野
保
護
管
理
協
議
会

が
順
次
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
地
道
な

活
動
を
積
み
重
ね
、
立
山
地
区
の
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

各
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
自
治

体
、
関
係
団
体
、
山
小
屋
等
で
組
織
さ

れ
て
お
り
、例
年
、五
月
頃
に
パ
ト
ロ
ー

ル
員
を
一
般
募
集
し
、
高
山
植
物
保
護

の
た
め
の
環
境
美
化
活
動
、
登
山
道
や

看
板
の
簡
易
な
補
修
、
ス
ト
ッ
ク

キ
ャ
ッ
プ
未
装
着
者
へ
の
注
意
喚
起
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
度

も
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
が
、
立
山
地
区（
室む

ろ
ど
う堂
班（
五
名
））

と
黒
部
地
区（
黒
部
班（
二
名
））の
計
七

名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
約
一
ヶ
月
間
に

わ
た
る
活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

解
団
式
で
は
、
各
パ
ト
ロ
ー
ル
員
か

ら
活
動
報
告
が
あ
り
、
登
山
客
に
対
し

て
の
注
意
喚
起
の
件
数
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
軽
装
で
登
山
す
る
方
に
声
を
か
け

た
際
の
出
来
事
や
、
よ
り
良
い
啓
発
活

動
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
活
動
中
に
は
登
山
客
か
ら
高

山
植
物
の
名
前
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
登

山
道
の
補
修
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
希
少
な
高
山
植
物
等
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
今
回
出
さ
れ
た
活
動
報

告
や
貴
重
な
ご
意
見
を
次
年
度
以
降
の

活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

チングルマ

五
十
年
目
の
節
目
と
な
る

�

高
山
植
物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル



〈特集記事（高山植物等保護パトロール）〉

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
マ
ナ
ー
向
上
と

�

自
然
保
護
の
啓
発
を
実
施
中

❷

令和４年９月 第 222号

　

富
山
森
林
管
理
署
で
は
、
国
有
林
内

で
無
人
航
空
機
を
飛
行
さ
れ
る
方
に
向

け
て
の
事
故
防
止
と
環
境
配
慮
へ
の
協

力
を
求
め
る
ポ
ス
タ
ー
と
、
登
山
を
さ

れ
る
方
に
向
け
て
の
ス
ト
ッ
ク
キ
ャ
ッ

プ
装
着
の
協
力
を
求
め
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
今
年
度
か
ら
立
山
、
宇
奈
月

地
区
の
各
施
設
や
山
小
屋
な
ど
、
利
用

者
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
場
所
に
掲
示

し
て
い
た
だ
き
、
マ
ナ
ー
の
向
上
と
自

然
保
護
活
動
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
登
山
の
際
に
無
人
航
空
機
に

よ
る
風
景
撮
影
を
す
る
入
山
者
が
急
増

し
、
山
小
屋
に
荷
物
を
運
搬
す
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
等
と
の
偶
発
的
な
事
故
や
、

ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
希
少
種
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
声
、
ス
ト
ッ
ク
の
鋭
角
な

石
突
き
に
よ
る
植
生
や
登
山
道
へ
の
損

傷
を
危
惧
す
る
声
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
北
ア
ル

プ
ス
の
大
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文字が消えている看板の補修

解団式での記念撮影

立山室堂ターミナルでのポスター掲示

黒部地区のパトロールエリア（白
しらたけ

岳の山頂から五
ごりゅう

竜方面）

グリーンロープの設置作業

富山署の職員がデザインした２種類の啓発用ポスター
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❻ ❸❹

第 222号 令和４年９月

上高地の沢沿いでのゴミ拾い 美ヶ原の王ヶ頭で行った入山者マナーの啓発

近くでライチョウが見守る乗鞍での活動

【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

高
山
植
物
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
等
の
保
護

な
ど
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
高

山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
中
信
地
区

協
議
会
」
は
、
長
野
県
、
山
岳
協
会
、

自
然
保
護
団
体
、
国
な
ど
幅
広
い
会
員

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、
例
年
、
関

係
自
治
体
及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
て

高
山
植
物
等
保
護
の
普
及
啓
発
と
山
岳

環
境
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
天
候
不
良
に
よ
り
中
止

し
た
白
馬
地
区
以
外
の
三
地
区
で
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

美う
つ
く
し
が
は
ら

ヶ
原
地
区
　
七
月
十
三
日（
水
）

　

十
三
名
が
参
加
し
、
三
班
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
王お
う
がヶ
頭と
う

」「
思
い
出
の

丘
」「
美
し
の
塔
」
の
周
辺
で
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
、
入
山
者
に
啓
発
用
の
高
山
植

物
カ
ー
ド
を
手
渡
し
高
山
植
物
の
保
護

等
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

王
ヶ
頭
周
辺
は
例
年
と
比
べ
て
人
の

入
り
込
み
が
多
く
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

上か
み
高こ
う
ち地
地
区
　
七
月
二
十
七
日（
水
）

　

十
三
名
が
参
加
し
、
不
安
定
な
天
候

の
中
、「
涸か
ら
さ
わ沢
コ
ー
ス
」
と
「
槍や
り
さ
わ沢
コ
ー

ス
」
の
二
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
上
高
地
地
区

は
比
較
的
入
山
者
が
多
く
、
そ
の
分
、

残
念
な
が
ら
ゴ
ミ
の
量
も
多
い
で
す
。

ザ
ッ
ク
か
ら
落
ち
た
り
、
休
憩
時
に
置

き
忘
れ
た
り
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
タ
オ
ル
な
ど
を
多
く

拾
い
、
入
山
者
に
高
山
植
物
カ
ー
ド
を

手
渡
し
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

乗の
り
鞍く
ら
地
区
　
八
月
八
日（
月
）

　

岐
阜
県
側
の
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
等
と

合
同
で
実
施
し
、
四
十
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
畳
た
た
み

平だ
い
らを
拠
点
に
、
大だ
い
せ
っ
け
い

雪
渓
や

山
頂
を
目
指
す
コ
ー
ス
等
、
五
班
に
分

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

　

平
地
で
は
、
気
温
三
十
度
を
超
え
る

晴
天
日
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
乗

鞍
岳
は
雲
に
包
ま
れ
、
気
温
十
五
度
と

肌
寒
い
日
で
し
た
。

　
「
コ
マ
ク
サ
」の
よ
う
な
夏
の
高
山
植

物
の
花
の
見
頃
は
、
早
く
も
終
わ
り
か

け
で
し
た
が
、
秋
の
高
山
植
物
は
こ
れ

か
ら
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
三
年
目
の
登
山
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ー
ム
に
よ
り
入
山
者
数
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
登
山
初
心
者
の
方
も
多

く
、
ル
ー
ル
を
知
ら
ず
に
規
制
ロ
ー
プ

の
中
に
立
ち
入
り
、
高
山
植
物
を
踏
ん

で
し
ま
う
方
も
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
入

山
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
や
美
化
活
動
を

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

　
　
中
信
地
区
協
議
会
の

�

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

コマクサ



〈各地からの便り〉
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令和４年９月 第 222号

【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
十
三
日
、
松
本
市
美う
つ
く
し
が
は
ら

ヶ
原
国

有
林
に
お
い
て
、
国
有
林
ク
リ
ー
ン
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
署
職
員
に
加
え
、
長
野
国

有
林
森
林
整
備
協
会
中
信
支
部
及
び
長

野
林
業
土
木
協
会
中
信
支
部
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
総
勢
三
十
五
名
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
定
し
て
い
た
活
動
は
、
美
ヶ
原
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
と
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
除
去

で
し
た
が
、
美
ヶ
原
高
原
を
訪
れ
る
観

光
客
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
か
ら
か
、
ゴ
ミ

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
の
除
去
が
主
な
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

　

約
一
時
間
の
作
業
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ミ
袋
四
袋
分（
約
二
〇
㌕
）の
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
を
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
外
来
種
の
侵
入
を
止
め

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
も
除

去
作
業
を
定
期
的
に
実
施
し
、
少
し
で

も
防
げ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
南な

ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
七
日
、
ビ
ロ
ー
ド
モ
ウ
ズ

イ
カ
や
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
等
の
外
来
植
物

除
去
活
動
を
伊い

な那
市し

長は

せ谷
地
区
の
南
ア

ル
プ
ス
林
道
沿
い
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
長
谷
小
学
校
の
児
童
は
不
参
加
と

な
り
、
伊
那
市
、
飯い

い
だ
し
田
市
、
伊
那
市
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
上
伊
那
地
域
振
興

局
、
信
州
大
学
農
学
部
、
当
署
か
ら
の

総
勢
二
十
一
名
が
参
加
し
て
の
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

除
去
作
業
に
先
立
ち
、
標
高
一
、

七
〇
〇
㍍
付
近
の
歌う

た

宿じ
ゅ
くに
て
、
信
州
大

学
の
渡
わ
た
な
べ
お
さ
む

邉
修
准
教
授
か
ら
、
除
去
す
べ

き
植
物
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
、
南
ア
ル
プ
ス
林
道
の
玄
関
口
で
あ

る
戸と

台だ
い

大お
お
は
し橋
へ
向
け
て
、
林
道
沿
い
の

外
来
植
物
を
除
去
し
な
が
ら
移
動
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

最
も
多
く
除
去
し
た
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

は
、花
を
付
け
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、

特
定
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
ノ
コ
ン
ギ

ク
と
の
違
い
を
確
認
し
な
が
ら
、
慎
重

に
除
去
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

ビ
ロ
ー
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ
は
約
十
年
間

に
わ
た
り
除
去
活
動
を
実
施
し
て
い
る

成
果
が
現
れ
、
数
は
少
な
く
、
背
丈
も

小
さ
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

丈
が
一
㍍
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
も
あ

り
、
完
全
に
外
来
植
物
を
除
去
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ト
ダ
イ
ハ
ハ
コ
や
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
と
い
っ
た
貴
重
な
在
来
の
植

物
も
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
保
護
や
南

ア
ル
プ
ス
の
景
観
を
守
る
た
め
に
も
、

今
後
も
関
係
者
と
連
携
し
て
外
来
植
物

除
去
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

美
ヶ
原
国
有
林
で
の

�

ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施

南
ア
ル
プ
ス

�

外
来
植
物
除
去
活
動
を
実
施

参加者が集まっての記念撮影 セイヨウタンポポの除去作業

ビロードモウズイカの除去を行う職員



牧
ま き た

田猟友会長から「くくりワナ」の説明を受ける職員

〈各地からの便り〉

【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
日
、
当
署
職
員
の
ほ
か
、

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
及
び
木
曽
森

林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
職
員
総

勢
三
十
数
名
が
参
加
し
、「
鳥
獣
保
護

及
び
狩
猟
に
関
す
る
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
は
、

植
栽
木
の
食
害
に
よ
り
造
林
や
森
林
整

備
の
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
樹
木
の
剥は
く
ひ皮
に
よ
る
天
然
林
の
劣

化
や
下
層
植
生
の
食
害
な
ど
、
地
域
全

体
の
森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
当
署
で
は
、
職
員
捕
獲
を
は
じ

め
、
く
く
り
ワ
ナ
の
貸
出
や
地
元
猟
友

会
と
の
協
定
、
各
種
協
議
会
な
ど
と
の

協
力
、「
つ
い
で
見
回
り
・
通
報
」の
取

組
を
行
い
、
昨
年
度
は
一
、八
五
五
頭

の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
鳥
獣
の
保
護
や
狩
猟
に
関

す
る
知
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

獣
害
対
策
に
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

職
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
本
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
会
議
室
で
行
っ
た
検
討
会

で
は
、
長
野
県
の
鳥
獣
対
策
専
門
員
を

講
師
に
、
法
令
や
鳥
獣
の
生
態
、
特
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
知
識
の
習
得
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
考
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
手て

良ら

沢さ
わ
や
ま山
国
有
林
に

お
い
て
、
地
元
伊い

な

し
那
市
猟
友
会
の
四
名

の
会
員
の
方
か
ら「
平
澤
式
」「
笠
松
式
」

く
く
り
ワ
ナ
の
説
明
と
設
置
す
る
場
所

の
選
定
、
設
置
す
る
際
の
注
意
事
項
、

獣
が
ワ
ナ
に
掛
か
っ
た
後
の
対
応
等
に

つ
い
て
学
び
、
四
班
に
分
か
れ
て
実
技

を
行
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
自
分
の
手
で
く
く
り
ワ
ナ
を

設
置
し
た
職
員
か
ら
は
、「
力
が
い
ら

ず
簡
単
に
設
置
で
き
る
」「
錯
誤
捕
獲
に

よ
り
熊
が
か
か
っ
た
時
は
、
む
や
み
に

近
寄
ら
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　

講
義
や
実
技
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
猟
友
会
、
関
係

機
関
、
各
協
議
会
等
と
連
携
し
て
積
極

的
に
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

鳥
獣
保
護
及
び

�

狩
猟
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

❺❻
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戸隠森林植物園に整備された木製遊歩道

〈各地からの便り〉

【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
四
日
、
長な
が
の
し
野
市
の
戸と
が
く
し
や
ま

隠
山

国
有
林
内
に
あ
る
戸
隠
森
林
植
物
園
に

お
い
て
、
木
製
遊
歩
道
の
完
成
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
戸

隠
森
林
植
物
園
内
の
木
道
等
を
改
修
す

る
た
め
、
令
和
元
年
六
月
に
戸
隠
大お

お
み
ね峰

自
然
休
養
林
保
護
管
理
協
議
会
と
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
間
で

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
整
備
・

管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
様
か
ら
木
材
等
の
資
材
や
労
力
、
改

修
費
用
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
き
た
事
業
が
完
了
し
、

七
〇
六
㍍
の
木
製
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
た
式
典
で
、
関
係
者

全
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
冒
頭
、
戸
隠
大
峰
自
然
休
養
林

保
護
管
理
協
議
会
会
長
で
あ
り
、
遊
歩

道
を
借
り
受
け
て
い
る
長
野
市
の
荻お

ぎ
わ
ら原

市
長
か
ら
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
、
続

い
て
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
代

表
し
て
長
野
林
業
土
木
協
会
北
信
分
会

会
長
及
び
一
般
財
団
法
人
日
本
森
林
林

業
振
興
会
長
野
支
部
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
看
板
の
序
幕
を
行
い
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
戸
隠
森
林
植
物
園
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
の
水み

ず
か
み上
会
長
の
ガ
イ
ド
に

よ
り
、
完
成
し
た
木
製
遊
歩
道
を
周
遊

し
な
が
ら
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
が
ご
来
場
さ

れ
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
、ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」の

ご
支
援
に
よ
り
木
製
遊
歩
道
を
整
備
！

�

完
成
記
念
式
典
を
開
催

関係者全員での記念撮影

オフィシャル
サポーター名 支　援　内　容

株式会社
コシイプレザービング

木製遊歩道作設の
板材等の提供

長野林業土木協会
北信分会 労力の提供

一般財団法人 
日本森林林業振興会
長野支部

木製遊歩道作設・
メンテナンス用の資材の提供

株式会社　八十二銀行 木製遊歩道作設の資材購入等の
ための資金の提供

❻

令和４年９月 第 222号



〈各地からの便り〉

利
用
者
目
線
で
設
備
を
点
検

　
　

天あ

も

う生
湿
原
な
ど

�

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

刃
物
研け

ん

ま磨
講
習
会
を
実
施

【
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
七
日
、
飛ひ

だ騨
市し

河か
わ
い
ち
ょ
う

合
町
に

所
在
す
る
天
生
県
立
自
然
公
園
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
歩
道
や
休
憩
所
な
ど
の

施
設
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
公
園
を
管

理
し
て
い
る
天
生
県
立
自
然
公
園
協
議

会
や
飛
騨
警
察
署
、
飛
騨
消
防
署
な
ど

と
協
力
し
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
該
地
域
は
、
天
生
国
有
林
の
「
天

生
自
然
観
察
教
育
林
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
天
生
と
木き

平だ
い
ら、
二
つ
の
湿
原
を

巡
る
遊
歩
道
と
標
高
一
、七
四
四
㍍
の

籾も
み

糠ぬ
か
や
ま山
へ
至
る
登
山
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
浴
や
日
帰
り
登

山
を
目
的
に
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多

く
の
方
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
た
十
八
名

は
、
二
つ
の
湿
原
を
結
ぶ
歩
道
を
中
心

に
巡
回
す
る
組
と
登
山
道
を
中
心
に
点

検
す
る
組
の
二
手
に
分
か
れ
、
歩
道
等

施
設
の
安
全
と
案
内
標
示
板
の
設
置
状

況
な
ど
に
つ
い
て
点
検
を
行
い
ま
し

た
。

　

遊
歩
道
や
登
山
道
に
つ
い
て
は
、
擬

木
な
ど
を
一
切
使
用
せ
ず
、
倒
木
の
枝

な
ど
現
地
で
調
達
で
き
る
資
材
を
有
効

活
用
し
た
階
段
な
ど
に
よ
り
、
し
っ
か

り
と
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
時
折
雨
が
降
る
天
気
で
あ
り
、
濡
れ

た
木
の
上
が
滑
り
や
す
か
っ
た
こ
と
か

ら
「
滑
り
止
め
の
対
策
を
も
っ
と
す
べ

き
で
は
」と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
入
れ
た
案
内
標
示
の
整
備
が
始
め
ら

れ
て
お
り
、
新
し
い
標
示
を
見
た
参
加

者
か
ら
は
「
分
か
り
や
す
い
、
早
く
全

域
に
整
備
さ
れ
る
と
い
い
」
な
ど
の
話

が
出
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
署
で
は
本
パ
ト
ロ
ー
ル
に

併
せ
、
歩
道
周
辺
に
あ
る
枯こ

立り
ゅ
う
ぼ
く
木
に
つ

い
て
も
状
況
確
認
も
行
い
ま
し
た
。
危

険
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
木
を
中
心

に
今
後
伐
採
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、

施
設
を
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
機
会
が

あ
れ
ば
是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

八
月
二
日
、
今
年
四
月
に
採
用
さ
れ

た
職
員
二
名
を
含
む
四
名
の
若
手
職
員

を
対
象
に
刃
物
の
研
磨
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

講
師
で
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
か
ら
刃

物
や
砥と
い
し石
の
持
ち
方
、
作
業
姿
勢
な
ど

を
教
わ
り
、
実
際
に
自
分
が
使
う
鉈な
た

を

研と

ぎ
ま
し
た
。
初
め
て
の
作
業
に
苦
戦

し
て
い
る
職
員
も
い
ま
し
た
が
、
最
後

の
仕
上
げ
を
行
い
、
満
足
し
た
様
子
で

研
磨
し
た
刃
先
を
眺
め
て
お
り
、
暑
さ

の
中
で
汗
を
か
き
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

姿
に
成
長
を
感
じ
ら
れ
た
講
習
会
で
し

た
。

ピクトグラム（視覚的に意味を伝える絵記号）
を入れた案内標示 歩道の状態などを確認

切れない刃物はケガにつながると聞き、
真剣に刃物と向き合う若手職員たち

❼❽
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〈各地からの便り〉
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令
和
４
年
度

�

教
職
員
森
林
・
林
業
学
習
会
を
開
催

未
来
に
向
け
て

�
夏
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

関係者以外では初めて案内した木曽ヒノキの伐根

遊歩道の整備について学ぶ学生

【
木き

そ曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

八
月
三
日
、
上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
小お
が
わ川
入い
り

国
有
林

に
お
い
て
、
木
曽
郡
内
の
小
中
学
校
の

教
職
員
を
対
象
に
森
林
・
林
業
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
森
林
・
林
業
の
役

割
と
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
、
学
校
教
育
の
中
に
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
長
野
県
と
の

共
催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
小
学
校
の
教
職
員
七
名
が

参
加
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
赤
沢

自
然
休
養
林
内
の
学
術
研
究
路
を
主
体

に
案
内
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り

を
制
限
し
て
い
る
場
所
に
あ
る
「
十
六

世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
伐
採
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
伐
根
」
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
度
に
酸
素

同
位
体
解
析
を
行
い
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
天

然
林
の
林
分
構
造
の
解
明
に
つ
な
げ
る

調
査
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

先
生
方
は
拡
大
鏡
で
伐
採
面
の
年
輪

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

八
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
当
署
管

内
の
国
有
林
及
び
民
間
木
材
市
場
等
に

お
い
て
、
長
野
県
林
業
大
学
校
か
ら
推

薦
さ
れ
た
二
名
の
学
生
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
取
組
は
、
当
署
の
実
際
の
行
政
実

務
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
学

習
意
欲
を
喚
起
し
、
高
い
職
業
意
識
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業

及
び
林
野
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
七
波
が
全
国
的
に
拡
大
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
受
入
対
象
者

を
木
曽
郡
内
の
学
生
に
限
定
し
、ま
た
、

屋
外
で
の
実
務
を
多
く
取
り
入
れ
て
行

い
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
の
内
容
は
、
丸
太
の
生
産

や
販
売
な
ど
の
木
材
供
給
、
伐
採
し
た

跡
地
を
再
び
森
林
に
す
る
た
め
の
造

林
、
獣
害
対
策
、
赤あ

か
ざ
わ沢
自
然
休
養
林
で

の
遊
歩
道
の
整
備
、
国
有
林
の
境
界
管

理
、
治
山
や
林
道
事
業
、
ウ
ェ
ブ
研
修

の
体
験
、
若
手
職
員
と
の
交
流
等
、
多

を
数
え
る
な
ど
、
興
味
を
持
た
れ
た
様

子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
曽
五
木
が
生
育
す
る
森

林
や
昭
和
六
十
年
に
御み
そ
ま杣
始
は
じ
め

祭さ
い

が
開

催
さ
れ
た
場
所
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

先
生
方
か
ら
は
、「
木
曽
ヒ
ノ
キ
等

の
大
樹
が
生
育
す
る
天
然
林
に
圧
倒
さ

れ
た
」「
普
段
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
所
を
見
学
し
、
子
供
た
ち
へ
の
教

育
に
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
森
林
官
や
担
当
職

員
等
と
の
体
験
を
通
じ
て
、
森
林
管
理

署
や
民
間
事
業
体
の
様
々
な
仕
事
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
体
験
中
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
話
や
若
手
職
員
と
の
交
流
の
時
間
は

と
て
も
有
意
義
で
あ
り
、
貴
重
な
財
産

に
な
る
。」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

三
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
当
署
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
り
、
職
業
選
択
の
参
考

と
し
て
、
林
業
関
係
へ
の
就
業
に
結
び

付
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



高た

か

せ瀬
渓
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
か
つ
が
わ
山
の
日「
山さ

ん

Ｄ
Ａ
Ｙ
」

【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
三
十
日
、「
森
と
湖
に
親
し
む

旬
間
」
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
大お

お
ま
ち町

ダ
ム
の
見
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
高
瀬
渓

谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
ダ
ム
内
部
見
学
」「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」な
ど
が
体
験
で
き
る
中
、

当
署
で
は
木
を
使
っ
た
工
作
と
押
し
葉

の
は
が
き
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

三
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
来
場
者

が
来
て
く
れ
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、

開
催
時
刻
に
な
る
と
地
元
の
親
子
連
れ

な
ど
、
徐
々
に
人
が
集
ま
り
、
作
品
作

り
に
没
頭
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
東と

う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

八
月
十
一
日（
山
の
日
）、
当
署
会
場

及
び
隣
接
す
る
中な

か
つ
が
わ

津
川
市
有
地
と
苗な
え
ぎ木

地
区
・
加か

し

も
子
母
地
区
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
に
お
い
て
、
第
五
回
な
か
つ
が
わ
山

の
日「
山
Ｄ
Ａ
Ｙ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
年
ぶ
り
と
な
っ
た
「
山
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

は
、
中
津
川
市
内
の
子
ど
も
達
に
中
津

川
の
山
で
育
っ
た
木
を
知
り
、
実
際
に

木
を
使
っ
た
り
、
山
の
中
を
散
策
し
た

り
、
高
性
能
林
業
機
械
を
見
学
す
る
な

ど
、
身
体
で
山
を
感
じ
る
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
で
、
中
津
川
市
、
岐
阜
県
、
当
署

が
主
催
し
、
市
内
の
森
林
組
合
、
建
築

協
同
組
合
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

等
の
ほ
か
、
恵え

な那
農
業
高
等
学
校
の
協

力
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
当
署
会
場
に
は
事
前
申
込
み

さ
れ
た
一
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
子
ど

も
達
と
保
護
者
、
二
二
五
名
が
来
場
さ

れ
、
木
工
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、

高
性
能
林
業
機
械
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、

裏う
ら

木き

そ曽
古こ

じ事
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
森

の
健
康
診
断
な
ど
、
様
々
な
体
験
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
署
の
職
員
は「
木
工
教
室
」の
ブ
ー

ス
で
ミ
ニ
イ
ス
作
り
体
験
を
サ
ポ
ー
ト

し
、「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
か
わ
い
い

イ
ス
が
で
き
た
」
と
参
加
し
た
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

性
能
林
業
機
械
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
参

加
者
か
ら
は
「
今
の
林
業
は
、
す
ご
い

機
械
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」「
楽
し

か
っ
た
！
本
物
も
運
転
し
て
み
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
子
ど
も
達
に
地

元
の
山
や
木
、
林
業
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親子での作品作り

ミニイス作り体験2代目大ヒノキ見学（ウォーキング参加者）

〈各地からの便り〉
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■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
在
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
森
林

は
、
先
人
が
大
切
に
植
え
て
育
て
て
き

た
森
林
で
あ
り
、
長
い
年
月
が
必
要
な

森
林
管
理
と
い
う
仕
事
は
、
次
世
代
へ

つ
な
げ
て
い
く
大
変
有
意
義
な
仕
事
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
の
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は

様
々
な
経
験
が
で
き
る
た
め
、
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ

う
。

国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

〈シリーズ／森林官からの便り〉
【
北ほ
く
し
ん信
森
林
管
理
署

�
黒く
ろ

姫ひ
め

森
林
事
務
所
】

�

森
林
官　

澤さ
わ
だ田 

康こ
う

平へ
い

　

黒
姫
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県

上か
み
み
の
ち
ぐ
ん

水
内
郡
信し
な
の
ま
ち

濃
町
に
所
在
し
、森
林
官
、

行
政
専
門
員
、
非
常
勤
職
員
二
名
の
計

四
名
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

管
轄
す
る
国
有
林
は
、
千ち
く
ま曲
川が
わ

下
流

森
林
計
画
区
の
霊れ
い
せ
ん仙
寺じ
や
ま山
国
有
林
、
黒く
ろ

姫ひ
め
や
ま山
国
有
林
な
ど
、
約
六
、七
〇
〇
㌶

の
面
積
を
有
し
、
そ
の
う
ち
の
四
四
㌫

は
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
を
主
体
と
し
た
人

工
林
で
残
り
は
天
然
林
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
有
林
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
水
は
、

信
濃
町
の
上
水
道
や
農
業
用
水
と
し
て

稲
作
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
そ
ば
栽
培
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
数
あ
る
農
産

物
の
中
で
も
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
お

い
し
さ
は
有
名
で
、
収
穫
時
期
に
は
直

売
所
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
名
産
品

で
あ
り
、
国
有
林
は
地
域
の
重
要
な
水

源
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
黒

姫
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」や「
い
い
づ
な

リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
」、「
苗な

え
な名
滝た
き

」
な

ど
、
地
域
の
観
光
資
源
と
な
る
施
設
等

も
国
有
林
内
に
多
く
あ
り
、
四
季
を
通

し
て
来
訪
者
の
方
々
に
お
楽
し
み
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
の
業
務
は
、
用
水
路
や
ス

キ
ー
場
、遊
歩
道
等
の
貸か
し
つ
け
ち

付
地
の
確
認
、

黒姫山からの眺望（信濃町一帯と野
の じ り こ

尻湖）

苗名滝

事業体への安全指導（著者左側）

境
界
管
理
、
間
伐
や
造
林
事
業
の
監
督

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
が
黒
姫
山
な
ど
の
裾
野
に
広

が
っ
て
い
る
た
め
、
比
較
的
林
地
傾
斜

が
緩
く
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
等
の
高
性
能

林
業
機
械
を
活
用
し
た
木
材
生
産
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
伐

採
跡
地
で
は
地
じ
ご
し
ら
え拵
等
の
造
林
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
請
負
事
業
者
の
方
と
と

も
に
車
両
系
建
設
機
械
や
ク
ラ
シ
ャ
ー

地
拵
機
を
使
用
し
た
地
拵
を
試
験
導
入

す
る
な
ど
、
低
コ
ス
ト
造
林
な
ど
の
新

し
い
林
業
に
向
け
た
取
組
も
行
っ
て
い

ま
す
。

�
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〈シリーズ「私の森語り」〉
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「
命
を
利
活
用
し　

皮
革
製
品
に
」

■
自
己
紹
介

　

長
野
県
下し

も
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
松ま
つ
か
わ
ま
ち

川
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
今
年
で
五
十
年
間
、
皮
革
業
界

に
か
か
わ
り
を
持
ち
、
現
在
は
皮
革
産

業
が
後
世
に
続
く
よ
う
、
後
継
者
の
育

成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

株
式
会
社
メ
ル
セ
ン
は
、
明
治
時
代

よ
り
の
皮
革
製
造
業
者（
タ
ン
ナ
ー
）を

親
会
社
に
持
ち
、技
術
の
研
鑽
を
重
ね
、

現
在
の
皮
革
製
造
及
び
商
品
加
工
を
生

業
と
し
て
き
ま
し
た
。

の
鹿
が
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半

が
埋
設
・
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
鹿
も
利
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
る
と
共
に
、
森
林
の
保

全
に
役
立
つ
と
信
じ
、
鹿
皮
の
製
革
及

び
そ
の
革
を
使
っ
た
商
品
製
造
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
長
野
県
を
中
心
に
年
間

五
千
枚
の
鹿
皮
を
鞣
し
、
財
布
や
バ
ッ

グ
等
に
加
工
し
て
い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

野
生
の
鹿
皮
は
個
体
差
が
あ
り
、
安

定
し
た
品
質
で
製
造
す
る
こ
と
が
難
し

く
鮮
度
、
傷
等
で
歩
留
も
悪
く
、
採
算

面
で
は
厳
し
い
革
で
す
が
、
柔
ら
か
く

暖
か
い
手
触
り
を
持
ち
、
良
質
な
商
品

を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
皮
」は
、
そ
の
ま
ま
で
は
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
皮
」を
人
間
が

利
用
で
き
る「
革
」へ
と
鞣な

め

す
こ
と
が
皮

革
製
造
業
者
の
仕
事
で
す
。当
社
で
は
、

鞣
し
た
牛
革
を
用
い
た
家
具
用
革
・
自

動
車
用
革
の
製
造
を
主
業
務
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
以
外
に
も
ワ
ニ
や
サ
メ
、

ダ
チ
ョ
ウ（
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
）、
象
な

ど
国
際
法
に
て
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い

る
「
皮
」
を
世
界
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
、

「
革
」へ
と
鞣
し
て
き
ま
し
た
。

　

宮
城
県
で
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
メ
の
皮

は
、
以
前
は
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
皮
革
業
界
も
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
視
点
を
持
ち
、
捕
獲
・
駆
除

し
た
動
物
を
有
効
活
用
す
る
取
組
が
必

要
だ
と
感
じ
、
サ
メ
革
の
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
地
元
で
あ
る
長
野
県
で

は
、
鹿
に
よ
る
森
林
被
害
・
農
林
業
被

害
を
減
ら
す
た
め
、
年
間
三
万
頭
以
上

　

素
材
の
良
さ
を
生
か
し
た
優
れ
た
商

品
を
作
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
鹿
革
商
品
を
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、
鹿
革
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〇
連
絡
先

　

〒
３
９
５
―

０
０
７
４

　

長
野
県
飯
田
市
松
川
町
２
２
１
１

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
５
―
５
２
―
２
７
１
１

　

https://m
elsen.jp/

株式会社　メルセン
代表取締役

中
なかがわ

川　武
た け と

人

シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

牛革より軽くなめらかで、
表面がきめ細かい鹿革

一つひとつ丁寧に作られた鹿革商品
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　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、ＱＲコードを
　読み込んでください。

※自然保護のため、詳細な位置情報
　は掲載しておりません。

所在地
　長野県小諸市、北佐久郡

★

大
規
模
噴
火
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
天
然
林

大
規
模
噴
火
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
天
然
林

浅
間
山

　

 

生
物
群
集
保
護
林

浅
間
山

　

 

生
物
群
集
保
護
林

あ
さ
ま
や
ま

あ
さ
ま
や
ま

設
定
目
的

　

浅あ
さ
ま
や
ま

間
山
（
二
、五
六
八
㍍
）
は
現
在
も
活
発
な

火
山
活
動
を
続
け
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
天
明
大

噴
火
（
一
七
八
三
年
）
で
は
三
日
間
に
わ
た
る
噴

火
で
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
再
生
し
た
カ

ラ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ダ
ケ
カ

ン
バ
等
か
ら
な
る
天
然
林
と
と
も
に
、
林
内
に
は

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
等
の

高
山
植
物
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
浅
間
山
の
火
山
活
動
に
よ
る
特
異
な
地
理
・
地

形
に
生
育
す
る
こ
れ
ら
の
植
物
群
落
を
一
体
的
に

保
護
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

　
典
型
的
な
内
陸
性
気
候
で
、
夏
季
は
昼
夜
の
気

温
差
が
大
き
く
、
冬
季
は
寒
さ
が
厳
し
い
環
境
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

本
保
護
林
と
そ
の
周
辺
に
は
溶
岩
流
跡
な
ど
、

火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
多
種
多
様
な
地

形
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
山
麓
の
森
林
に
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
や
ヤ
マ
ネ
、
カ
モ
シ
カ
を
は
じ

め
、
様
々
な
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

中
部
の
保
護
林（
第
17
回
）

シリー
ズ
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「
測
量
」

　

森
林
を
管
理
す
る
に
せ
よ
林
業
を
行
う
に
せ
よ
、

そ
の
土
地
の
状
況
が
分
か
ら
な
く
て
は
何
も
始
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
測
量
を
行
い
管
理
経
営
の
計

画
を
立
て
る
こ
と
は
昔
か
ら
最
優
先
事
項
の
一
つ
で

し
た
。

　

明
治
時
代
の
頃
は
山
岳
地
帯
の
近
代
的
な
地
図
の

製
作
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
林
野
庁
の
前
身
で
あ
る
帝

室
林
野
局
や
農
商
務
省
山
林
局
で
も
自
ら
測
量
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
ア
ル
プ

ス
の
主
要
な
山
岳
の
中
に
は
名
も
知
ら
れ
て
い
な
い

国
有
林
の
測
量
官
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
も
の
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

測
量
に
お
い
て
は
登
山
道
の
よ
う
な
整
備
さ
れ
た

場
所
を
歩
け
る
と
は
限
ら
ず
、
測
量
基
準
点
を
確
保

す
る
た
め
に
危
険
な
ル
ー
ト
を
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
し
ば
し
あ
り
ま
し
た
。
特
に
今
と
違
い

重
量
の
あ
る
か
さ
ば
っ
た
機
材
を
使
っ
て
い
た
時
代

の
測
量
は
、
山
の
中
で
長
い
期
間
、
野
営
を
し
な
が

ら
行
う
必
要
も
あ
り
、
命
の
危
険
も
あ
る
大
変
過
酷

な
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
で
は
航
空
写
真
の
利
用
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
人
工
衛
星
か
ら
の
情
報
な

ど
様
々
な
技
術
が
地
理
情
報
の
分
析
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
測
量
等
の
成
果
は
経
営
計
画
の

策
定
、
土
地
の
境
界
の
確
認
、
治
山
・
林
道
な
ど
の

土
木
工
事
の
設
計
、
調
査
研
究
な
ど
多
く
の
場
面
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
規
の
測
量
は
専
門
の
企

業
に
委
託
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第17回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
初
め
頃
の
測
量
風
景

（
現
在
の
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
管
内
）

昭
和
三
十
年
代
初
め
頃
、
測
量
作
業
の
た
め
の
移
動
風
景

（
旧
名
古
屋
営
林
局
管
内
）

昭
和
四
十
年
代
頃
の
測
量
風
景

（
旧
名
古
屋
営
林
局
管
内
）



　秋ですね♪ 梨、ぶどう、栗、お米、きのこ、柿、りんごなど、次々
に収穫時期を迎えます。旬のものを食べると心身ともに元気になるので、
今年も直売所に通い、実りに感謝しながら味わいたいです！
　そして、いつでも山に登れるよう、日々の適度な運動にも取り組んで
いきたいです(^-^)
　紅葉のシーズンを迎えた各地の国有林では、美しい風景との出会いや、
心に残る体験が味わえると思います。また、中部森林管理局のホーム
ページでは、北アルプス、乗鞍などの山岳地域で活躍する「グリーン ・
サポート ・ スタッフ」の活動を紹介しています。高山植物の情報や素

敵な風景写真もありますので、こちらでもお楽しみくだ
さい。

編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

１０.「紅葉と森林鉄道」
（木曽署管内）

デジ森デジ森 テーマ「黄」テーマ「黄」
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◇
自
己
㏚
：（
趣
味
や
特
技
な
ど
）

　

衣
食
鳥
（
野
鳥
が
好
き
で
す
）
に
関

す
る
こ
と
、
温
泉
&
サ
ウ
ナ
巡
り

◇
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に

�

応
募
い
た
だ
い
た
理
由

　

以
前
、
根
羽
村
森
林
組
合
の
若
い

女
性
の
木
こ
り
の
お
仕
事
を
取
材
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

山
々
は
た
だ
自
然
に
そ
こ
に
あ
る

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
適
切

に
人
が
手
を
入
れ
て
育
て
て
い
く
こ

と
で
、
先
々
ま
で
繋
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
だ
、
と
そ
の
時
初
め
て

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
ご
紹
介

榊
さかきばら

原 美
み な こ

奈子
（長野県）

 

高
山
植
物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
で

 

出
会
っ
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち

知
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
は
、
山
や
森
と
と
も
に
あ

る
地
域
で
す
。
こ
の
美
し
い
景
色
を

守
り
継
い
で
い
く
た
め
に
ど
ん
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か

知
り
た
く
、
ま
た
国
有
林
に
訪
れ
て

こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
い
、
応

募
に
至
り
ま
し
た
。

◇
国
有
林
に
期
待
す
る
こ
と

　

我
が
家
の
近
く
に
は
、
戸
隠
森
林

植
物
園
を
有
す
る
素
晴
ら
し
い
国
有

林
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
た
ち
の
声
、
森
の
香
り
、
ど
の

季
節
に
訪
れ
て
も
鮮
や
か
な
自
然
の

風
景
が
あ
り
、
全
身
で
森
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
場
所
で

す
。

　

探
鳥
に
訪
れ
る
な
か
で
、
温
暖
化

の
影
響
か
野
鳥
の
数
が
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
自
然
、

動
植
物
を
守
る
た
め
に
国
有
林
に
で

き
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
と
感
じ
、

活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
：
大
鹿
歌
舞
伎
で
お
馴
染
み
の

　
　
　

  

長
野
県
大
鹿
村
に
て
）

グリーン・サポート・スタッフの活動については、
左のＱＲコードを読み込んでください。



東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

発行：林野庁 中部森林管理局
編集：総務課 広報
〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531
FAX：026-236-2733
http://rinya.maff.go.jp/chubu/

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を
発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります）
登録サイト https://mailmag.maff.go.jp/m/entry
または、右のＱＲコードを読み込んでください。

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。
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